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10
月
11
日
（
水
）、
品
川
区
が
こ
ど
も
家
庭
庁
に
対

し
、
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
、「
児
童
相
談
所
設
置
市
」

と
し
て
政
令
指
定
す
る
こ
と
を
要
請
し
ま
し
た
。

本
年
度
中
に
は
、
品
川
区
を
令
和
6
年
10
月
に
「
児

童
相
談
所
設
置
市
」
と
し
て
指
定
す
る
政
令
が
公
布
さ

れ
る
予
定
で
す
。

※�　

平
成
28
年
の
児
童
福
祉
法
改
正
に
よ
り
、
特
別
区

が
政
令
に
よ
る
指
定
を
受
け
て
児
童
相
談
所
を
設
置

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

�　

現
在
の
と
こ
ろ
、
8
区
が
児
童
相
談
所
を
開
設
し

て
い
ま
す
。

�

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

品
川
区
が「
児
童
相
談
所
設
置
市
」

の
政
令
指
定
を
要
請

　

特
別
区
制
度
懇
談
会
座
長　

大
森　

彌

　

特
別
区
制
度
懇
談
会
座
長　

大
森　

彌

先
生
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
、
行
政
学
）

先
生
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
、
行
政
学
）

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
九
月
十
八
日
、
心

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
九
月
十
八
日
、
心

不
全
の
た
め
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。

不
全
の
た
め
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、
お

　

こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

大
森
先
生
の
ご
逝
去
に
際
し
、
特
別
区
長
一
同
、
謹
ん
で
お

悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

　

大
森
先
生
に
は
、
八
月
に
開
催
さ
れ
た
特
別
区
長
会
と
特
別

区
制
度
懇
談
会
の
意
見
交
換
会
で
は
、
座
長
と
し
て
ご
参
加
い

た
だ
き
、
お
元
気
な
お
姿
を
拝
見
す
る
と
と
も
に
、
貴
重
な
ご

意
見
を
頂
戴
し
た
ば
か
り
で
し
た
の
で
、
急
な
訃
報
に
驚
き
ま

し
た
。
誠
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

　

先
生
と
特
別
区
の
関
り
は
、
中
野
区
の
特
別
区
制
度
調
査
会

以
来
五
十
年
を
超
え
、
特
に
特
別
区
制
度
改
革
の
実
現
に
向
け

た
自
治
権
拡
充
運
動
に
は
、
常
に
寄
り
添
っ
て
い
た
だ
き
、
時

に
叱
咤
激
励
と
と
も
に
、
様
々
な
ご
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

特
別
区
の
自
治
権
を
拡
充
し
、
特
別
区
を
基
礎
的
な
自
治
体

に
位
置
付
け
た
平
成
十
二
年
改
革
を
成
し
得
た
の
は
、
先
生
の

ご
尽
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
だ
と
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
後
も
、
特
別
区
制
度
調
査
会
の
座
長
と
し
て
二
次
に
わ

た
り
制
度
改
革
後
の
特
別
区
の
あ
り
方
に
つ
い
て
ご
提
言
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
特
別
区
の
み
な
ら
ず
、
各
地
域
に
暮
ら
す

人
々
の
目
線
を
大
事
に
さ
れ
、
日
本
の
地
方
自
治
発
展
の
た
め

に
い
た
だ
い
た
ご
考
察
や
ご
示
唆
は
、
自
治
に
携
わ
る
者
に

と
っ
て
大
き
な
羅
針
盤
で
し
た
。

　

特
別
区
長
会
は
、
先
生
と
共
に
築
い
て
き
た
特
別
区
制
度
の

更
な
る
発
展
の
た
め
、
今
後
も
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

大
森
先
生
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
こ
に

ご
生
前
の
ご
功
績
を
偲
び
、
特
別
区
政
発
展
の
た
め
に
ご
尽
力

い
た
だ
い
た
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
安

ら
か
に
ご
永
眠
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

特
別
区
長
会
　
会
長
　
吉
住
　
健
一

特
別
区
制
度
懇
談
会
座
長
大
森
先
生
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た

弔
　
　
電�

特
別
区
長
会
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特
別
区
長
会
は
、
10
月
16
日
（
月
）
に
、
脱
炭
素
社

会
の
実
現
を
図
る
た
め
、「
２
０
５
０
年
『
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
特
別
区
』
の
実
現
に
向
け
た
特
別
区
長
会

共
同
宣
言
」（
以
下
「
共
同
宣
言
」
と
い
う
。）
を
行
い

ま
し
た
。

ま
た
、
共
同
宣
言
に
基
づ
き
、「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
特
別
区
」
の
実
現
に
向
け
た
一
環
と
し
て
、
中
小

企
業
の
脱
炭
素
化
へ
の
支
援
を
効
果
的
に
進
め
る
こ
と

等
を
目
的
に
、
各
金
融
機
関
（
株
式
会
社
み
ず
ほ
銀

行
、
株
式
会
社
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
、
株
式
会
社
三
井
住

友
銀
行
）
と
の
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

式
に
は
、
特
別
区
長
会
か
ら
、
吉
住
健
一
会
長
（
新

宿
区
長
）、
近
藤
弥
生
副
会
長
（
足
立
区
長
）、
斉
藤
猛

副
会
長
（
江
戸
川
区
長
）、
提
案
区
と
し
て
青
木
克
德
区

長
（
葛
飾
区
長
）、
協
定
の
相
手
方
で
あ
る
各
金
融
機
関

の
代
表
者
が
出
席
し
た
ほ
か
、
環
境
省
の
地
球
環
境
局

川
又
孝
太
郎
国
際
連
携
課
長
に
同
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

吉
住
会
長
は
、
共
同
宣
言
に
つ
い
て
、
脱
炭
素
社
会

の
実
現
に
向
け
て
、
特
別
区
長
会
が
一
致
協
力
し
て
、

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
取
組
み
の
加
速
化
を
目
指
し
て

い
く
と
の
決
意
と
と
も
に
、
金
融
機
関
と
の
連
携
協
定

に
つ
い
て
、
地
域
の
金
融

機
関
と
も
連
携
し
た
中
小

企
業
の
脱
炭
素
化
支
援
の

強
化
は
、
本
取
組
み
の
大

き
な
推
進
力
に
な
る
と
の

期
待
を
述
べ
ま
し
た
。

金
融
機
関
3
行
は
、
本

協
定
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

自
社
の
も
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
用
し
、
中
小
企
業
の
脱

炭
素
化
等
を
推
進
す
る
こ
と
で
、「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
特
別
区
」
の
実
現
に
向
け
て
、
特
別
区
と
連
携
し

て
取
り
組
ん
で
い
く
と
い
う
意
気
込
み
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
川
又
国
際
連
携
課
長
か
ら
は
、
本
取
組
み
に
つ

い
て
、
今
後
の
進
展
へ
の
期
待
に
加
え
、
都
市
に
お
け
る

自
治
体
の
気
候
変
動
対
策
に
関
す
る
積
極
的
な
事
例
と

し
て
、
本
年
11
月
末
か
ら
開
催
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
Ｐ
28
（
国
連

気
候
変
動
枠
組
条
約
第
28
回
締
約
国
会
議
）
に
お
い
て
、

政
府
と
し
て
紹
介
し
た
い
と
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

特
別
区
長
会
は
こ
の
共
同
宣
言
を
契
機
に
「
特
別
区

気
候
変
動
対
策
推
進
組
織
」
を
設
置
し
、
具
体
策
の
推

進
を
図
る
と
と
も
に
、
協
定
締
結
を
し
た
金
融
機
関
を

は
じ
め
と
し
た
多
様
な
主
体
と
連
携
し
、
持
続
可
能
な

特
別
区
の
構
築
に
向
け
、
一
丸
と
な
っ
て
「
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
特
別
区
」
の
実
現
に
実
効
性
を
も
っ
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

�

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
特
別
区
」

区
長
会
共
同
宣
言
・
金
融
機
関
と

の
協
定
締
結
式
を
行
い
ま
し
た

吉
住
会
長
か
ら
協
定
書
の
手
交
（
写
真
上
か
ら
み
ず
ほ
銀
行
、
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
、
三
井
住
友
銀
行
）

左
記
の
期
間
は
休
館
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
休
館

中
は
資
料
の
貸
出
・
予
約
・
返
却
を
中
止
い
た
し
ま
す
。

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
利
用
者
の
皆
さ
ま
に

は
、
ご
理
解
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

▼�

蔵
書
点
検
期
間

令
和
5
年
12
月
11
日
（
月
）

　
　
　
　

〜
令
和
5
年
12
月
16
日
（
土
）

▼�

年
末
年
始

令
和
5
年
12
月
29
日
（
金
）

　
　
　
　

〜
令
和
6
年
1
月
3
日
（
水
）

※
12
月
28
日
（
木
）
は
17
時
閉
館

【
問
合
せ
先
】

�（
公
財
）
特
別
区
協
議
会　

事
業
部
調
査
研
究
課

特
別
区
自
治
情
報
・
交
流
セ
ン
タ
ー

電
話 

0
3
（
5
2
1
0
）
9
0
5
1

（
公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
事
業
部
）

特
別
区
自
治
情
報
・
交
流
セ
ン
タ
ー

休
館
の
お
知
ら
せ

特
別
区
長
会
共
同
宣
言
発
表

（
写
真
左
か
ら
斉
藤
副
会
長
（
江
戸
川
区
長
）、
吉
住
会
長
（
新
宿
区

長
）、
近
藤
副
会
長
（
足
立
区
長
）、
青
木
区
長
（
葛
飾
区
長
））

特別区⾃治情報・
交流センター
ホームページ

公式X（旧ツイッター）
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ブ
ー
ス
を
出
展
し
、
パ
ネ
ル
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布

等
で
、
全
国
の
青
年
会
議
所
の
メ
ン
バ
ー
や
一
般
来
場

者
に
「
特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
や
23
区
の

Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
約

千
人
の
方
々
に
来

訪
い
た
だ
き
ま
し

た
。そ

の
他
に
、
メ

タ
バ
ー
ス
会
場
が

設
け
ら
れ
、
品
川

区
、
豊
島
区
、
杉

並
区
、
足
立
区
が

出
展
し
、
各
区
の

Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し

た
。

�

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

東
京
区
政
会
館
1
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
パ
ネ
ル
展
示
「
東
京
市
刊
行
物
か
ら
み
た
関
東
大

震
災
〜
被
害
と
復
興
」
を
開
催
し
ま
す
。

大
正
12
（
1
9
2
3
）
年
9
月
1
日
に
発
生
し
た
関

東
大
震
災
で
は
、
南
関
東
か
ら
東
海
地
方
に
か
け
広
範

な
被
害
が
発
生
し
、
東
京
や
横
浜
の
大
火
災
等
に
よ

り
、
10
万
人
以
上
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
1
0
0
年
目
の
節
目
に
当
た
る
今
年
、
被

害
の
実
態
か
ら
復
興
に
至
る
先
人
た
ち
の
取
り
組
み
等

を
、
東
京
市
が
発
行
し
た
刊
行
物
を
中
心
に
紹
介
し
ま

す
。
本
展
示
を
通
し
て
、
改
め
て
自
然
災
害
の
恐
ろ
し

さ
と
防
災
対
策
の
重
要
性
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

【
東
京
都
公
文
書
館
パ
ネ
ル
展
示
】

●
展
示
期
間

　

令
和
5
年
11
月
7
日
（
火
）
〜
12
月
25
日
（
月
）

　
（
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）

●
展
示
時
間

　

月
曜
日
〜
金
曜
日　

9
時
か
ら
20
時
30
分
ま
で

　

土
曜
日　
　
　
　
　

9
時
か
ら
17
時
ま
で

※�

展
示
期
間
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。（
公

財
）
特
別
区
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
確
認
の

う
え
、
ご
来
館
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

�

（
東
京
都
公
文
書
館
・
特
別
区
協
議
会
事
業
部
）

特
別
区
長
会
は
、
10
月
7
日
（
土
）、
8
日
（
日
）

に
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
た
「
公
益
社
団
法

人
日
本
青
年
会
議
所
第
72
回
全
国
大
会 

東
京
大
会
」

に
、
参
加
し
ま
し
た
。
今
回
の
参
加
は
、
特
別
区
全
国

連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
趣
旨
に
賛
同
し
た
青
年
会
議
所

か
ら
、
全
国
大
会
を
東
京
で
開
催
す
る
こ
と
を
機
に
協

力
の
依
頼
が
あ
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
全
国
連
携
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
行
っ
た
も
の
で
す
。

初
日
に
は
、
東

京
大
会
記
念
式
典

に
、
区
長
会
を
代

表
し
て
吉
住
健
一

会
長
（
新
宿
区

長
）
が
登
壇
し
、

開
催
へ
の
祝
意
・

次
代
を
担
う
世
代

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
述
べ
ま
し
た
。

二
日
目
に
は
、
ス
テ
ー
ジ
コ
ン
テ
ン
ツ
「
未
来
に

Ｃ
ｏ
ｎ
ｎ
ｅ
ｃ
ｔ
! 

輝
く
未
来
の
在
り
方
」
に
吉
住

会
長
が
講
師
の
一
人
と
し
て
出
演
し
、
エ
シ
カ
ル
消

費
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
等
に
つ
い

て
、
他
の
出
演
者

と
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

ま
た
、
メ
イ
ン

会
場
に
「
東
京
23

区
・
特
別
区
長

会
」
と
し
て
Ｐ
Ｒ

公
益
社
団
法
人
日
本
青
年
会
議
所

第
72
回
全
国
大
会
　
東
京
大
会
へ
の

参
加
協
力
に
つ
い
て

ステージコンテンツ出演の吉住会長

PRブースの様子

記念式典で挨拶する吉住会長

（
公
財
）特
別
区
協
議
会
・
東
京
都
公
文
書
館

共
催
パ
ネ
ル
展
示
を
開
催
し
ま
す

震
災
後
・
復
興
後
の
浅
草
仲
見
世

（
東
京
市
編
集
発
行『
復
興
』よ
り
）

復興後

震災後
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令和5年　特別区人事委員会
職員の給与等に関する報告及び勧告

〜3,000円以上のベースアップは25年振り〜
　特別区人事委員会（中山弘子委員長）は、10月11日（水）、各特別区の議会及び区長に対し、職員の給与等に関する報告
及び勧告を行いました。勧告では、職員の月例給及び特別給が民間を下回っていたことによる給料表の引上げ（較差3,722円　
0.98％）、特別給の年間支給月数の0.1月引上げ（4.55月→4.65月）等について言及しました。
　報告及び勧告の概要については、以下のとおりです。

2　人事・給与制度に関する意見
⑴　�未来を切り拓く人材の
確保と育成

・変化が激しく、複雑化・高度化する社会情勢を見据えた的確な対応が求められる
・�職員の知識と経験等を最大限に活かすとともに、未来を切り拓く人材の確保と採用後の育成が不可欠

⑵　�時代に応じた採用	
制度の見直し

■将来を見据えた人材確保・育成策の検討
・持続的に魅力ある職場づくりを進めることで、有為な人材の確保につなげることができる
・�民間の動向も踏まえた採用制度の改善のみならず、選考に関する基準や任命権者への委任の在り方等についても研
究
・�主体的・積極的に取り組めるキャリア形成に必要な研修とともに、特別区の特性を活かした研修を実施し、互い
に高め合うことが重要

■障害者の雇用促進
・�法定雇用率（2.6％）を達成した区は13区。法改正により、令和8年7月には3.0％となることから更に障害者雇
用を強力に推し進めることが必要

・常勤職員雇用のみならず多様な雇用形態促進、能力を発揮できる職場環境整備が必要
■自治体DXの推進に向けた人材の確保と育成
・�複雑化・高度化する社会のニーズに応えるためには、専門知識をもつ人材の確保は必須であり、事務「ICT」職
員、一般任期付職員、会計年度任用職員等の多様な雇用形態の活用が重要

・全職員のデジタルリテラシー向上のためのスキルアップ研修等の実施
■専門人材の活用
・行政が担うべき分野の拡大に伴い、専門的な知識や有為な人材確保が必要　
・一般任期付職員の活用とともに、特定任期付職員の制度導入の検討が必要

⑶　�人材の育成

■人事評価制度の適切な運用
・管理職への本人開示制度の整備及び評価者研修の確実な実施が必要
・全ての昇任選考等における複数年度の人事評価の活用により、選考の精度を高めることが必要
■管理職の確保と育成
・安定した区政運営を進めるため、管理職を担う人材を計画的に確保・育成
・種別Ⅰ類は、中長期的に区政運営を担う人材、種別Ⅱ類は、即戦力として期待
■女性活躍の推進
・女性職員の活躍に向けた適切な目標管理、能力のある職員の登用を積極的に進める
・昇任への不安解消に向けたサポートや職場風土の醸成に資する取組の推進

※�本年の勧告に当たっては、一時的、特例的な措置として、行政系人事・給与制度の改正に伴う差額支給者（給料月額が各級の最高号給の金額を
超えて差額を支給されている職員）を公民比較対象職員から除外して公民較差を算出した。

1　本年の給与改定

令和5年　特別区人事委員会勧告等の概要

月例給

民間従業員 職　員 差

383,184円 379,462円 3,722円
（0.98％）

月例給 特別給

・�初任給について、民間企業や国における初任給の動向等を踏まえて
引上げ（改定額：Ⅰ類　8,000円、Ⅲ類　6,000円）
・�若年層の職員に重点を置きつつ、全ての級及び号給について給料月
額の引上げ

・年間の支給月数を0.1月引上げ
・�支給月数の引上げ分については、民間の状況等を考慮し、一般職員は
勤勉手当に割り振り、管理職員は期末手当及び勤勉手当に均等に配分

特別給

民間支給割合 職員支給月数 差

4.64月分 4.55月 0.09月
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⑷　�行政系人事・給与制度
改正における現状と	
課題

　〜制度改正から5年〜

■職員構成の変化
・主任職の割合は減少、主査の割合は増加
・主任職及び係長職の30歳台職員の登用が進む
・係長職の拡大とともに、課長補佐・管理職の確保へつなげる
■若年層職員の昇任意欲の醸成
・�主任職昇任選考（種別Ａ）受験率の減少（平成29年度69.4%⇒令和4年度52.2%）
・�主任職が係の中心的な役割を担い、キャリア形成のための最初の一歩にあたることを意識させながら、昇任意欲
の醸成を行うことが必要

・�若年層職員の増加を踏まえ、昇任へのモチベーション維持・向上のための試験制度の工夫や主任職の定数管理に 
留意
■知識・経験が豊富な職員の活躍促進
・�50歳台職員については、係長職が増える一方、主任職に多く留
まる

・�知識や経験が豊富な職員の活躍を促すため、能力を発揮できる
環境整備が必要

・�特に主任職は、主要な職員の年齢構成が30歳台から50歳台と
幅が広く、能力を発揮できる役割の設定等、実態に応じた職の
在り方について検討が必要

・�給与面においては、行（一）2級において高位号給職員の人数が
増加していることに留意（特に最高号給適用者）。職員の平均給
与が高くなり、公民比較において影響を及ぼす
■差額支給解消に向けた具体的取組の実施
・�差額支給者は令和5年時点864人まで減少。解消に向け積極的
かつ具体的な取組が必要
　▶▶▶適正な職員構成や職の在り方の検討が必要

� （特別区人事委員会事務局）

3　勤務環境の整備等に関する意見

（注）�H29の課長補佐は総括係長、主査は係内主査、
主任は主任主事、1級職は旧1・2級職

⑴　�誰もが活躍できる	
勤務環境づくり

・ライフスタイルや働き方に対する価値観の多様化に伴い、個性や事情が配慮される職場の環境づくりを推進　
・多様な働き方の選択で、個人の生活の豊かさ、仕事の質と組織全体の効率性・生産性を高める
■職員のやりがいや意欲を高める環境づくり
（勤務環境の制度・整備等）
・テレワーク及び時差勤務制度の利用拡大、希望するときに利用できる環境整備促進
・フレックスタイム制及び勤務間インターバル制度導入の検討が必要
（仕事と生活の両立支援）
・誰もが性別にかかわりなく仕事と生活を両立するための支援制度が必要　
・�性別による役割意識や無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）を変え、誰もが働きやすい環境を整備す
るために、まずは、男性職員の育児への更なる参加を促進していくことが必要

・男性職員の育児休業取得率は61.1％、各区における取得率には差がある　
（性的指向及びジェンダーアイデンティティの多様性を尊重した勤務環境の整備）
・正しい知識を持ち、理解を更に深めていくことが必要
■魅力ある職場の基礎となる勤務環境づくり
（客観的な方法による労働時間の状況の把握）
・職員の労働時間の客観的な把握は法的義務　
・�職員の出勤・退勤時刻をタイムカード等により記録していない区（常勤職員2区、会計年度任用職員7区）は、直ち
に対策を講ずることが必要

（長時間労働の是正）
・長時間労働の是正は重要。ICTを活用した業務効率化、人員の配置等の方策を駆使し、超過勤務縮減
・教職員の長時間労働是正は喫緊の課題。各教育委員会は、実効性の伴う対策が必要
（年次有給休暇の取得促進）
・国の目標値である取得率70％以上を目安に目標値設定と取得促進対策が必要
・平均取得日数は全区で14日を上回っているが、職層別に差があり管理職の率先取得を推進
（メンタルヘルス対策の推進）
・病気休職者数のうち心の健康問題による割合は、80％を超え高水準で推移　
・管理職の役割が重要。対応能力を向上させる研修の実施が必要　
・職員のセルフケアが未然防止に有効、そのための研修が必要
（ゼロ・ハラスメント対策）
・根絶の第一歩は正しい知識と理解。全職員の定期的な研修受講が必要　
・区の外部にも相談窓口を設置するなど、相談体制を拡充

⑵　�区民からの信頼の確保 ・コンプライアンス意識の醸成・向上、公平かつ厳正な懲戒手続の実践
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新
た
な
視
点
や
考
え
を
得
ら
れ
る
良
い

機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
研
修
で
は
、「
ク
ラ
ス
リ
ー

ダ
ー
」
と
し
て
各
区
・
一
部
事
務
組
合

よ
り
30
名
の
方
々
に
登
壇
い
た
だ
き
、

新
任
職
員
の
先
輩
と
し
て
体
験
談
を
交

え
な
が
ら
進
行
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
研
修
生
は
、
ク
ラ
ス
リ
ー
ダ
ー
の

体
験
談
や
ア
ド
バ
イ
ス
等
に
真
剣
な
眼

差
し
で
耳
を

傾
け
て
お

り
、
今
後
の

職
務
遂
行
に

活
か
す
こ
と

の
で
き
る
貴

重
な
内
容
と

な
っ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。

  

研
修
生
か
ら
の
感
想
・
意
見

参
加
し
た
研
修
生
か
ら
は
、「
新
人

と
し
て
ど
う
仕
事
と
向
き
合
っ
て
い
け

ば
良
い
か
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
じ

て
基
礎
的
な
部
分
か
ら
深
く
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。」「
講
座
企
画
の
演
習

を
通
し
て
、
今
後
自
分
の
業
務
に
も
、

D
X
の
視
点
を
取
り
込
め
る
余
地
が
あ

る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
す
ぐ
に
は
難

し
い
課
題
だ
と
思
い
ま
す
が
、
い
ず
れ

は
そ
う
で
き
た
ら
い
い
、
と
い
う
考
え

は
忘
れ
ず
に
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。」

「
持
寄
事
例
の
討
議
で
は
、
様
々
な
悩

み
を
聞
く
こ
と
で
、
同
じ
よ
う
な
経
験

を
し
た
り
、
悩
ん
で
い
る
現
状
が
あ
る

こ
と
を
感
じ
、
励
み
に
な
り
ま
し
た
。」

と
い
っ
た
感
想
等
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

令和5年度「新任研修（後期）」
を実施しました

職
層
研
修
「
新
任
研
修
（
後
期
）」を

実
施
し
ま
し
た

特
別
区
職
員
研
修
所
で
は
、
9
月
4

日
か
ら
9
月
13
日
ま
で
の
延
べ
8
日

間
、
令
和
5
年
度
新
任
研
修
【
後
期
】

を
実
施
し
、
14
区
3
一
部
事
務
組
合
か

ら
1
5
2
7
名
の
研
修
生
が
受
講
し
ま

し
た
。

本
研
修
は
、
職
務
を
遂
行
し
て
い
く

上
で
求
め
ら
れ
る
効
果
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
や
仕
事
を
円
滑
に

進
め
る
た
め
の
知
識
・
能
力
を
習
得
す

る
と
と
も
に
、
研
修
生
同
士
の
意
見
交

換
等
を
通
じ
て
、
実
践
力
や
意
欲
を
高

め
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
研
修
生
一
人
ひ
と
り
が
自

身
の
職
場
で
の
人
間
関
係
や
仕
事
の
進

め
方
を
振
り
返
り
、
実
際
の
仕
事
等
に

つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
、
研
修
生
同
士
で

課
題
を
共
有

し
、
解
決
に

向
け
て
取
り

組
む
実
践
的

な
事
例
討
議

等
に
重
点
を

お
い
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
と

し
て
い
ま
す
。

1
日
目
の
午
前
中
は
、
話
し
方
の
ポ

イ
ン
ト
や
積
極
的
な
傾
聴
、
相
手
の
存

在
を
認
め
る
承
認
、
効
果
的
な
質
問
と

い
っ
た
良
好
な
人
間
関
係
を
築
く
た
め

に
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ

ル
を
学
び
ま
し
た
。
午
後
は
、
よ
り
よ

い
応
対
や
ク
レ
ー
ム
対
応
、
職
場
経
験

発
表
を
通
じ
て
、
午
前
中
に
学
ん
だ
内

容
の
実
践
を
し
ま
し
た
。

2
日
目
は
、
仕
事
を
円
滑
に
進
め
る

た
め
の
知
識
・
能
力
の
習
得
を
ね
ら
い

と
し
、
講
座
企
画
に
関
す
る
演
習
を
行

い
、
班
ご
と
に
企
画
内
容
、
予
算
内
訳
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
等
を
具
体
的
に
考

え
、
事
業
計
画
書
の
作
成
を
模
擬
体
験

し
ま
し
た
。「
持
寄
事
例
」
に
基
づ
い

た
課
題
解
決
で
は
、
5
〜
6
人
の
グ

ル
ー
プ
で
仕
事
に
関
す
る
悩
み
や
課
題

等
を
発
表
し
、
研
修
生
同
士
の
意
見
交

換
や
ク
ラ
ス
リ
ー
ダ
ー
か
ら
の
助
言
・

提
案
に
よ
り
、
課
題
の
解
決
、
克
服
に

向
け
た
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
る
内
容
と
し

ま
し
た
。
最
後
に
は
、
各
自
が
課
題
解

決
に
向
け
て
決
意
表
明
を
行
い
ま
し

た
。い

ず
れ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
研
修
生

同
士
の
活
発
な
意
見
交
換
等
を
行
う
様

子
が
見
ら
れ
、
仕
事
を
進
め
る
上
で
、

  

ク
ラ
ス
リ
ー
ダ
ー
か
ら
の
感
想
・
意
見

ご
登
壇
い
た
だ
い
た
ク
ラ
ス
リ
ー

ダ
ー
か
ら
は
、「
職
場
か
ら
離
れ
て
同

世
代
の
職
員
と
話
す
時
間
は
貴
重
だ
と

思
う
の
で
、
こ
う
し
た
演
習
中
心
の
研

修
が
有
意
義
で
あ
る
と
感
じ
た
。」「
研

修
生
か
ら
よ
い
刺
激
を
受
け
て
、
多
忙

な
中
で
も
ク
ラ
ス
リ
ー
ダ
ー
を
引
き
受

け
て
よ
か
っ
た
。」
と
い
っ
た
感
想
等

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

  

研
修
所
か
ら
ご
登
壇
さ
れ
た
講
師
へ

ご
登
壇
い
た
だ
い
た
ク
ラ
ス
リ
ー

ダ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
職
場
で
中
心
的
な

役
割
を
担
い
、
大
変
お
忙
し
い
こ
と
と

存
じ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
研
修
実
施
に
向
け
て
ご
尽
力

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

【
特
別
区
の
未
来
を
担
う
職
員
と
し
て
】

研
修
生
の
皆
さ
ん
へ
。
多
く
の
方
は

採
用
か
ら
半
年
が
経
つ
頃
で
、
慣
れ
な

い
な
が
ら
も
自
分
の
業
務
が
分
か
っ
て

き
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ま
で
の

間
、
壁
に
当
た
っ
て
は
少
し
ず
つ
乗
り

越
え
る
日
が
続
い
た
と
思
い
ま
す
が
、

皆
さ
ん
の
成
長
に
終
わ
り
は
あ
り
ま
せ

ん
。
今
回
の
研
修
だ
け
で
は
な
く
、
日

頃
の
仕
事
で
も
様
々
な
こ
と
を
吸
収

し
、
自
己
を
伸
ば
し
て
い
っ
て
く
だ
さ

い
。
特
別
区
の
未
来
を
担
う
の
は
皆
さ

ん
一
人
ひ
と
り
で
す
。

今
後
の
活
躍
を
心
よ
り
応
援
し
て
い

ま
す
。

�

（
特
別
区
職
員
研
修
所
）

研修カリキュラム

1日目 2日目

職場のコミュニケーション
　・話し方のポイント
　・積極的な『傾聴』
　・�相手の存在を認める『承認』
　・効果的な『質問』

仕事の進行管理
　・�演習「講座を企画・実施す

る」

接遇
　・よりよい応対
　・クレーム対応
職場経験発表

「持寄事例」の課題解決に向けて
研修のまとめ

演習発表の様子

班討議の様子
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■�「『
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
特
別
区
』
に
向
け
た
取
組

み
」
へ
の
対
応
に
つ
い
て

■�

令
和
5
年
度
区
市
町
村
災
害
対
応
力
向
上
支
援
事
業
に

つ
い
て	

■
全
国
健
康
福
祉
祭
（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
）
に
つ
い
て

■「
山
の
日
」
全
国
大
会
へ
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

■�

第
3
回
国
民
健
康
保
険
制
度
に
関
す
る
検
討
Ｐ
Ｔ
等
に

つ
い
て

■�

東
京
都
・
特
別
区
・
東
京
都
医
師
会
連
絡
協
議
会
（
三

者
協
）
に
つ
い
て

■�

オ
ー
ル
東
京
62
市
区
町
村
共
同
事
業
推
進
会
議
の
概
要

に
つ
い
て

■
都
区
財
政
調
整
協
議
に
つ
い
て

■
不
合
理
な
偏
在
是
正
措
置
に
関
す
る
要
望
に
つ
い
て

■�「
不
合
理
な
税
制
改
正
等
に
対
す
る
特
別
区
の
主
張
（
令

和
5
年
度
版
）」
に
つ
い
て

■
税
財
政
部
会
の
概
要
に
つ
い
て

■�

都
知
事
と
特
別
区
長
会
と
の
意
見
交
換
の
実
施
に
つ
い

て
■
特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

■�

令
和
5
年
7
月
7
日
か
ら
の
大
雨
に
係
る
被
災
市
町
村

に
対
す
る
職
員
派
遣
に
つ
い
て

■
東
京
都
市
区
長
会
役
員
会
の
概
要
に
つ
い
て

■
令
和
5
年
度
北
京
市
区
と
の
友
好
交
流
事
業
に
つ
い
て

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

■�

特
別
区
議
会
議
員
講
演
会
（
令
和
5
年
度
第
3
回
）
に

つ
い
て

■
令
和
5
年
度
日
中
友
好
交
流
事
業
に
つ
い
て

■
令
和
6
年
度
議
長
会
等
会
議
日
程
【
素
案
】
に
つ
い
て

（
特
別
区
議
会
議
長
会
事
務
局
）

令
和
5
年
10
月
区
長
会
・
議
長
会
の
主
な
案
件
等

10.16

会
長
区

10.18

会
長
議

令和5年度　特別区職員Ⅲ類採用試験及び障害者を対象
とする特別区職員採用選考 第1次試験・選考実施状況

特
別
区
人
事
委
員
会
は
、
9
月
10
日
（
日
）
に
、

特
別
区
職
員
Ⅲ
類
採
用
試
験
及
び
障
害
者
を
対
象
と

す
る
特
別
区
職
員
採
用
選
考
を
実
施
し
ま
し
た
。

○
特
別
区
職
員
Ⅲ
類
採
用
試
験

大
正
大
学
及
び
立
教
大
学
の
2
会
場
で
実
施
し
ま

し
た
。
受
験
者
数
は
2
0
5
8
名
と
な
り
、
合
格
倍

率
は
13
・
2
倍
と
な
り
ま
し
た
。

第
1
次
試
験
の
合
格
発
表
は
10
月
20
日
（
金
）、
第

2
次
試
験
は
11
月
2
日
（
木
）・
6
日
（
月
）
の
う
ち

指
定
す
る
1
日
、
最
終
合
格
発
表
は
11
月
17
日
（
金
）

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

○
障
害
者
を
対
象
と
す
る
特
別
区
職
員
採
用
選
考

大
正
大
学
及
び
東
京
区
政
会
館
の
2
会
場
で
実
施

し
ま
し
た
。
受
験
者
数
は
4
0
6
名
と
な
り
、
合
格

倍
率
は
4
・
8
倍
と
な
り
ま
し
た
。

年
齢
要
件
の
緩
和
に
よ
り
、
申
込
者
数
は
昨
年
度

比
2
・
5
倍
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

第
1
次
選
考
の
合
格
発
表
は
10
月
11
日
（
水
）、
第

2
次
選
考
は
10
月
30
日
（
月
）・
31
日
（
火
）・
11
月

1
日
（
水
）
の
う
ち
指
定
す
る
1
日
、
最
終
合
格
発

表
は
11
月
17
日
（
金
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
特
別
区
人
事
委
員
会
事
務
局
）

障害者を対象とする特別区職員採用選考
上段：令和5年度
中段：令和4年度
下段：増　　　減

選考区分 採用予定数
A（名程度）

申込者数
Ｂ　（名）

受験者数
Ｃ　（名）

受 験 率
C/B（％）

倍　率
C/A（倍）

事　　務

84 553 406 73.4 4.8

76 220 169 76.8 2.2

8 333 237 ▲ 3.4 －

Ⅲ類・障害者採用試験・選考日程

Ⅲ類 障害者

第1次試験・選考 実施済（9月10日（日））

 第1次試験・選考合格発表 10月20日（金） 10月11日（水）

第2次試験・選考 11月2日（木）、6日（月）
のうち指定する1日

10月30日（月）、31日（火）、
11月1日（水）
のうち指定する1日

最終合格発表 11月17日（金）

特別区職員Ⅲ類採用試験
上段：令和5年度
中段：令和4年度
下段：増　　　減

試験区分 採用予定数
A（名程度）

申込者数
Ｂ　（名）

受験者数
Ｃ　（名）

受 験 率
C/B（％）

倍　率
C/A（倍）

事　　務

156 2,398 2,058 85.8 13.2

136 2,995 2,561 85.5 18.8

20 ▲ 597 ▲ 503 0.3 －
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特別区職員研修所からのご案内

1月の研修メニューを紹介します

 研修名：児童相談所関連トピックス（第4回）
　「司法面接フォローアップ研修」

　対　象：司法面接研修（NICHDプロトコル）を受講したことがある職員
　内　容：・面接の流れと計画の策定
　　　　　・子どもを想定した面接演習とロールプレイ

日時：�1月9日（火）	
9：00～17：00

●ピックアップ研修

研修名 実施時期 申込条件・メインターゲット（★）

専門研修

納税（実務コース） 1/16（火）・17（水） 納税事務を担当する職務経験1、2年程度の職員

納税（演習コース） 1/26（金） 納税事務を担当する職務経験2年程度の職員

栄養士 1/29（月）・2/2（金） 保健所・保健センター、保育園、福祉施設等に勤務する栄養士

医療監視 1/24（水） 医療監視業務に従事する職員

薬事監視 1月下旬〜2月上旬 薬事監視業務に従事する職員

発達障害支援（演習）② 1/11（木）・29（月） 発達障害のある子どもへの支援に携わる職員、子ども家庭福祉行政に携わる職員

建築設備（空調） 1月下旬 建築設備（空調）業務を担当する職員

一級建築士入門 1/10（水） 一級建築士試験の受験を検討している職員

土壌汚染対策（規制指導） 1/31（水） 環境・公害規制部署で土壌汚染規制指導事務を担当する職員

児童相談所関連研修

児童福祉司（3～4年目）Ⅰ②③ ②1/29（月）、2/22（木）
③1/30（火）、2/26（月）

子ども家庭福祉・母子保健等に携わる職員
★児童福祉司3～4年目の職員

児童心理司（3～4年目）Ⅰ①② ①1/15（月）、1/31（水）
②1/16（火）、1/31（水）

子ども家庭福祉・母子保健等に携わる職員
★児童心理司3～4年目の職員

児童虐待への対応② 1/25（木）、2/16（金） 子ども家庭福祉・母子保健に携わる職員
その他特に希望する職員

ステップアップ研修

思考力・論理構築力向上⑦ 1/31（水） 係長級以下の職員 ★主任の職員

協働型リーダーシップ④ 1/30（火） 主任以下の職員
★�リーダーの役割や、上司・部下・同僚との関わり方を学ぶこ
とで、職場のモチベーション向上や業務改善・職場改善に貢
献したいと考えている主任の職員

サポート研修

政策法務 1/29（月）・2/5（月） 主任以下の職員 ★�政策法務について学び、習得した知識・視点等を事業運営等
の実務で活用したい主任以下の職員

試行研修
地方公務員法・地方自治法の
知っておきたいポイント（e
ラーニング）④

1/15（月）～2/9（金） 1 級 職 の 職 員 ★初歩的な地方公務員法及び地方自治法を学びたい職員
　（採用4～5年目程度の職員）

※紙面の都合上、1月に実施する研修の一部を紹介しています。（一部2月に実施する研修を含む。）
※★は、各研修のメインターゲットとなる方についての表記となります。
※�研修の募集及び申込は各区の研修担当を通じて行います。なお、区の意向により参加できる研修が異なりますので、各研修の申込方法や
申込期限（研修実施日より一ヶ月程度前）については各区研修担当からの案内をご確認ください。
※�研修内容の詳細については、特別区職員研修所ホームページ（https://www.union.tokyo23city.lg.jp/kenshu/kenshujotop/index.
html）もご覧ください。
� （特別区職員研修所）

特別区職員向けのページです。
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東京都立大学
オープンユニバーシティ飯田橋キャンパスより
12月開講講座のご案内です！！

＊講座の概要については、東京都立大学オープンユニバーシティパンフレットより引用しております。（特別区協議会事業部）

※特別区職員互助組合員の方は初回のみ、必ずお電話で同組合員である旨と『組合員番号』をお申し出ください。
＜問い合わせ先＞

東京都立大学オープンユニバーシティ　https://www.ou.tmu.ac.jp/web/

Tel.03－3288－1050 （平日　9：00～17：30）

●パンフレットを無料送付いたします。

　ビッグデータ時代と呼ばれる現代で実務を担う社会人
の皆さんにとって、データサイエンスの知識と技術を学
ぶ必要性は、職種を問わず高まっています。
　本講座では、データベースの基本概念並びに現在広く
普及している関係データベースを操作するための国際標
準言語SQLについて説明します。SQLの基本機能だけで
なく、その進んだ機能を用いたデータ分析など発展的な
応用についても解説します。

第1回　データベースの基本
第2回　データモデルとデータベース管理システム

第3回　SQLの基本機能
第4回　SQLの進んだ機能と発展的応用

講　師：�石川 博	
東京都立大学 大学教育センター 特任教授

日　時：�12月2日、9日、16日、23日（土）	
13：00〜14：30（全4回）

受講料：10,100円
場　所：オンライン
※�パソコンやタブレット、スマートフォンを通じての	
《オンライン形式》講座となります。

●社会人向けデータサイエンス入門プログラム�【講座コード：2331G114】
　データ分析応用に使えるデータベースの基礎

●日本の死因究明制度の現状� 【講座コード：2331G007】
　死亡時画像診断（Ai）を用いた死因究明の実際

講　師：�小林 智哉	
東北大学大学院 医学系研究科	
画像診断学分野 助教

日　時：�12月5日、12日（火）	
18：00〜19：30（全2回）

受講料：5,000円
場　所：オンライン
※�パソコンやタブレット、スマートフォンを通じての	
《オンライン形式》講座となります。

　日本は少子高齢化社会に突入し、虐待や孤独死が社会
問題となっています。正確な死因究明を行うために解剖
が必要となりますが、日本の解剖率は先進国最下位の水
準です。作家の海堂尊氏はこうした状況を “死因不明社
会”と表現しており、この状況を解決するために死因究
明にCTやMRIなどの画像診断を用いる死亡時画像診断
（Ai）を提唱しました。その後、Aiは急速に普及し、診療
放射線技師が撮影を行うことで、死因究明向上に貢献し
ています。本講座では、欧米諸国と日本の死因究明制度
の違いを述べ、医療現場で実施されているAiの実際をお
伝えします。

第1回　日本の死因究明制度とAi
第2回　Aiを用いた死因究明の実際と今後の発展
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東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

（
以
下
「
清
掃
一
組
」
と
い
う
。）
規
約

の
第
三
条
は
、
清
掃
一
組
が
共
同
処
理

す
る
事
務
を
規
定
し
て
お
り
、
第
三
号

に
「
し
尿
を
公
共
下
水
道
に
投
入
す
る

た
め
の
施
設
の
整
備
及
び
管
理
運
営
」

と
あ
り
ま
す
。

清
掃
一
組
が
可
燃
ご
み
や
不
燃
ご

み
、
粗
大
ご
み
の
中
間
処
理
を
行
っ
て

い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
下
水
道
の
整
備
が
困
難
な
一
部
地

域
の
し
尿
等
の
処
理
も
行
っ
て
い
る
こ

と
は
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

今
回
は
、
23
区
内
に
唯
一
存
在
す

る
、
し
尿
等
の
下
水
道
投
入
施
設
「
品

川
清
掃
作
業
所
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て

ま
す
。

1 

な
に
を
す
る
と
こ
ろ
？

品
川
清
掃
作
業
所
に
は
、
23
区
内
で

収
集
さ
れ
た
家
庭
の
く
み
取
り
し
尿
や

浄
化
槽
汚
泥
、
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
汚
泥
等

が
搬
入
さ
れ
ま
す
。

搬
入
さ
れ
た
し
尿
等
に
古
紙
の
投
入

や
薬
剤
添
加
な
ど
の
一
定
の
処
理
を
加

え
、
脱
水
機
で
固
形
分
（
汚
泥
ケ
ー
キ
）

と
液
体
（
脱
水
ろ
液
）
に
分
離
し
ま
す
。

脱
水
ろ
液
を
下
水
排
除
基
準
内
に
希

釈
（
お
お
よ
そ
三・五
〜
六
倍
）
し
て
下

水
道
に
投
入
し
ま
す
。
希
釈
に
は
、
隣

接
す
る
品
川
清
掃
工
場
の
放
流
水
と
東

京
都
下
水
道
局
の
再
生
水
を
利
用
し
て

い
ま
す
。

汚
泥
ケ
ー
キ
は
、
品
川
清
掃
工
場
で

焼
却
処
理
し
て
い
ま
す
。

2 

誕
生
ま
で
の
歴
史

昭
和
58
年
8
月
末
、
そ
れ
ま
で
し
尿

の
中
継
作
業
を
行
っ
て
い
た
大
崎
清
掃

事
業
所
（
当
時
）
が
目
黒
川
の
護
岸
工

事
で
使
用
で
き
な
く
な
る
こ
と
に
伴

い
、
新
た
に
大
井
清
掃
作
業
所
（
当

時
）
が
開
所
し
ま
し
た
。

当
時
、
し
尿
は
海
洋
投
棄
さ
れ
て
い

て
、
大
井
清
掃
作
業
所
で
は
、
搬
入
さ

れ
た
し
尿
を
海
洋
投
棄
船
へ
積
み
替
え

る
作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
廃
棄
物
の
海
洋
投
棄
に
よ

る
海
洋
汚
染
が
国
際
的
に
問
題
と
な

り
、
昭
和
47
年
に
船
舶
等
か
ら
の
陸
上

発
生
廃
棄
物
の
海
洋
投
棄
な
ど
を
規
制

す
る
国
際
条
約
「
ロ
ン
ド
ン
ダ
ン
ピ
ン

グ
条
約
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
日
本

で
は
、
昭
和
55
年
に
同
条
約
が
批
准
さ

れ
、
国
内
法
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
状
況
を
背
景
に
、
東
京
都

は
平
成
5
年
12
月
、
し
尿
の
海
洋
投
棄

を
平
成
11
年
3
月
ま
で
に
終
了
し
、
そ

の
後
は
下
水
道
終
末
処
理
場
へ
投
入
す

る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

そ
し
て
、
9
か
月
に
わ
た
る
改
修
工

事
を
経
て
、
平
成
11
年
1
月
22
日
か
ら

現
在
の
下
水
道
投
入
施
設
と
し
て
稼
働

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
17
年
4
月
、
大
井
清
掃

工
場
が
品
川
清
掃
工
場
へ
と
生
ま
れ
変

わ
っ
た
の
に
伴
い
、
名
称
を
「
品
川
清

掃
作
業
所
」
と
変
更
し
、
今
日
に
至
っ

て
い
ま
す
。

23区唯一のし尿処理施設
「品川清掃作業所」

名　称：品川清掃作業所	 敷地面積：7,902㎡
所在地：品川区八潮1–4–11	 処理能力：100kL／日

＊1　�各区の清掃事務所長が承認したも
のに限り、無料で受け入れている。

し尿処理の流れ

旧投棄点は昭和48年まで。投棄点は昭和51年まで。また、51年度以降投棄点
は北緯34 2゚1’東経140 4゚5’（地図外。野島崎から南南東約50海里の地点）。
現在は投棄を行わず「品川清掃作業所」で処理を行っています。

海洋投棄位置
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3 

現
在
の
清
掃
作
業
所

品
川
清
掃
作
業
所
に
お
け
る
搬
入
物

内
訳
の
推
移
と
し
て
は
、
年
々
し
尿
や

浄
化
槽
汚
泥
の
占
め
る
割
合
が
少
な
く

な
っ
て
お
り
、
代
わ
り
に
デ
ィ
ス
ポ
ー

ザ
汚
泥
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
　

く
み
と
り
便
所
の
戸
数
も
年
々
減
少

し
て
い
る
も
の
の
、
現
在
も
15
区
に
あ

わ
せ
て
6
0
0
戸
程
度
が
残
っ
て
お

り
、
収
集
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

作
業
所
に
お
け
る
処
理
工
程
は
全
て

機
械
化
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
各
槽
の
清

掃
作
業
や
く
み
上
げ
ポ
ン
プ
に
異
物
が

詰
ま
る
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
発
生
時
に

は
、
や
は
り
人
力
の
作
業
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

家
庭
か
ら
出
る
し
尿
の
処
理
施
設
は

23
区
の
中
で
は
、
こ
こ
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
あ
ま
り
目
立
た
な
い
施
設
で
は
あ

り
ま
す
が
、
23
区
民
の
生
活
に
貢
献
す

る
と
て
も
重
要
な
施
設
で
す
。

（
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

総
務
部
総
務
課
・
品
川
清
掃
工
場
）

品川清掃作業所の仕組み

23区のし尿を収集するバキューム車

し尿等収集量の推移� （単位：トン）

年度 合計 し尿 浄化槽汚泥 ビルピット
汚泥

ディスポーザ
汚泥 汚水等 くみ取り便所

戸数
平成12 48,017 16,570 20,356 502 − 10,589 5,604
令和2 15,240 1,064 2,848 10 6,312 5,006 712
令和3 14,813 990 2,752 10 6,398 4,663 639
令和4 14,083 867 2,639 13 6,179 4,385 600

注　平成12年度のディスポーザ汚泥は浄化槽汚泥に含まれます。
※令和４年度　収集実施区（収集エリア）
　世田谷区（世田谷）・杉並区（品川、目黒、大田、中野、杉並）・
　板橋区（豊島、北、板橋）・練馬区（練馬）・足立区（足立）・葛飾区（墨田、葛飾）・江戸川区（江東、江戸川）
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全国の行ってよかったイルミネーションランキングで初の1位を獲得！！
『東京メガイルミ2023−2024』11月11日（土）オープン

　ウォーカープラス「全国の行ってみたいイルミネーションランキング」で3年連続1位（2020−2021、2021−2022、
2022−2023）を獲得し、「全国の行ってよかったイルミネーションランキング」でも1位（2022−2023）を獲得するなど、
毎年大好評いただいている冬季限定のイルミネーションイベント「東京メガイルミ」を11月11日（土）にオープンします。
　長さ100ｍの光のトンネルや噴水ショー、オーロラ演出など、大井競馬場の広大な敷地を活用した壮大なイルミネー
ションのほか、ミニチュアホース・ポニーとのふれあいといった大人気のお馬さんイベントはもちろん、競馬場ならで
はのフォトスポットの新設など今季も充実した内容でお届けします。
　また、昨季に引き続き株式会社Cygamesが手掛ける「ウマ娘 プリティーダービー」とのコラボレーションが決定！昨
季好評を博した楽曲に合わせた噴水ショーに加え、新たな楽曲を使用したメガツリーでの特別装飾（演出）が登場、コ
ラボ飲食やグッズ販売も昨季よりパワーアップします。
　大井競馬場の冬の風物詩「東京メガイルミ」へのご来場を心よりお待ちしております。

◎営業期間
　2023年11月11日（土）～2024年1月8日（月・祝）
　※�営業日・営業時間等は、東京メガイルミ公式サイト�

でご確認ください。
　※状況により変更となる場合があります。

◎料　金
　●前売券（日付指定券）	大人　800円～　小人400円～
　●当日券		  大人 1,000円～　小人500円～
　※�価格変動制のため、来場日により価格が異なります。�

詳しくは公式サイトをご確認ください。

　　　　　　　　　　　　　　開 催 成 績� （各回対比）

回別 開催日程 売得金額 利用者数 １日平均 前年度同時期対比（１日平均）
売得金額 利用者数 １人当り購買金額 売得金額 利用者数 １人当り購買金額

11 10/2～10/6 10,394,551,570円 1,198,787人 2,078,910,310円 239,757人 8,670円 102.9% 102.6% 100.3%

（競馬事務局 広報課）

〜TCK TICKETにスタンプカード機能が追加！〜
　TCK指定席券オンライン購入サイト「TCK TICKET」に、新たにスタンプカード機能が追加されました。
　スタンプカード機能は、TCK指定席をTCK TICKETでご購入いただいたお客様を対象にスタンプを付与し、貯まっ
たスタンプ数に応じてTCK指定席の割引サービスを受けられたり、特典と交換できるサービスを提供する機能です。
　この機会に、TCK指定席ならびにTCK TICKETをぜひご利用ください。

■�「TCK TICKET」は�
　　　　　　　こちら▶▶▶

■�詳細は、東京メガイルミ公式�
サイトをご覧ください▶▶▶
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金盃（SⅡ）
●1月24日（水）
●2,600m
TCKで行われる年明け最初の重賞で、国内で最も長い距離（2,600m）で争われるダート
重賞です。コースを約1周半駆け抜けるため、長距離ならではのペース配分や位置取りが
勝敗を分けるケースも多く、ジョッキーたちの腕比べも見逃せないポイントです。
＜上位2頭にダイオライト記念の優先出走権を付与＞

1月の開催予定

競 馬 開 催 日

大　　　　　井

川　　　　　崎

船　　　　　橋

浦　　　　　和

1 2 3 4 5 6 7 8 9
月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

金盃

浦和競馬開催

大井競馬開催

船橋競馬開催

川崎競馬開催川崎競馬開催

12月の開催予定

競 馬 開 催 日

大　　　　　井

川　　　　　崎

船　　　　　橋

浦　　　　　和

1 2 3 4 5 6 7 8 9
金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

川崎競馬開催

船橋競馬開催

東京大賞典
東京シンデレラマイル

東京2歳優駿牝馬

大井競馬開催

勝島王冠

勝島王冠
（SⅡ）
●12月7日（木）
●1,800m

レース名はTCKの所在地（品川区勝島）に由
来します。年末に行われる「東京大賞典」のト
ライアルレースとして2009年に準重賞から
重賞となり、さらに2018年からはグレードが
「SⅢ」から「SⅡ」に格上げされました。年末の
大一番を目指す南関東の有力馬がひしめく、
ハイレベルで注目度の高いレースです。
＜優勝馬に東京大賞典の優先出走権を付与＞

東京大賞典
（GⅠ）
●12月29日（金）
●2,000m

ダート競馬の総決算として行われる年の瀬の
ビッグレースで、地方競馬で唯一となる国際G
Ⅰに格付けされている国際競走です。日本全国
から集結したダートグレード戦線の実績馬に
加え、海外で活躍する実力馬が参戦可能なた
め、その年のダートNO.1を決める真のグラン
プリレースとして高い注目が集まります。

東京シンデレラマイル
（SⅢ）
●12月30日（土）
●1,600m

年末に3日連続で行われる重賞の第2弾は、年
の瀬のダートを彩るレディたちが競演するマ
イル（1,600m）戦の牝馬限定の重賞です。年
明けの交流重賞に向けて、地元所属馬の勢力
図を確認する意味でも見逃せない一戦です。
＜上位2頭にクイーン賞（2024年2月7日実
施）の優先出走権を付与＞

東京2歳優駿牝馬
（SⅠ）
●12月31日（日）
●1,600m

2023年のラストを飾る重賞は、デビュー間も
ない2歳馬の女王決定戦。ゴール前写真判定装
置やスターティングゲートの採用などTCKには
国内初の試みが数多く存在しますが、2歳牝馬
限定の重賞創設もJRAに先んじた画期的な試
みでした。翌年春のクラシックロードに向けて、
若き乙女たちが精一杯の走りを繰り広げます。

大井競馬開催

船橋競馬開催

浦和競馬開催


